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★東山荘講堂
★12：30点鐘
★クリスマス会
　親睦活動委員会

次　回
12月17日の
例　会

ROTARY OPENS
OPPORTUNITIES

●例　会　場／東山荘講堂
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我らの生業
●内　　　容／第二回クラブ協議会　全員

第2622回　例会プログラム

●夫人誕生日／12月10日　中溝敬之君　ご夫人　晴香様
　　　　　　　12月16日　滝口喜徳君　ご夫人　けい子様
●結婚記念日／12月12日　鎌野篤志君　純子様　ご夫妻

会　員　慶　事

　今日は「テールアルメ工法」の話をします。
テールアルメとはフランス語のTerre(土）と
Armee（補強）が由来で、考え方が日本人では
思いつかないような、土木としては新しい工法
です。
　これは1963年にフランスのアンリービダー
ル氏によって考案された補強土壁工法です。彼
は砂山に松葉を差し込む事によって、何もない
砂よりも高い砂山が作れることを発見しまし
た。そして粘着力のない砂に補強材を順次層状
に埋め込むと補強材と土の間に摩擦力が働き、
粘着力が加わった盛土材になるという結論に
達しました。難しい話はこの辺にして、実際の

施工について話をします。
　国道138号線バイパスから富士学校方面に入
る道のバイパス側がテールアルメで施工されて
います。約7mの高さがあり、垂直に立ってい
ます。
　その構造は「コンクリートスキン」と呼ばれ
る厚さ14cm程度のコンクリート版と「ストリッ
プ」と呼ばれる耐久性に優れ摩擦力の大きい
リブ付亜鉛メッキの平鋼が使用されています。
　１枚のコンクリート板に4本のストリップを
二段に分けて緊結し、その都度盛土、転圧をし
て順次仕上げていきます。平鋼の長さは計算で
抜けない長さにします。その施工を繰り返して
最高20mの高さまで施工できます。基礎工事
もこのコンクリート板が乗る幅
があれば良く、簡単な施工で済
みます。
　この様な発想は日本人にはで
きません。テトラポットも1949
年のフランス人の発明です。

臼 井 良 太
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鈴木　善明
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55名 50名 44名 88.00％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

12/3の出席報告

欠席者（6名）
※やむを得ず欠席される方は、
　午前９時50分までにご連絡下さい。

　令和２年７月豪雨により熊本県内では河川の
氾濫や土砂崩れの被害が相次ぎ、被害の大き
かった熊本県南部に位置する球磨村では多くの
方が被災されました。
　熊本YMCAは８月22日よりピースボート災害
支援センターとともに旧多良木高校の避難所運
営を担い、全国のYMCAスタッフが派遣される
こととなり、私は10月13日より1週間、避難所

にて活動を行ってき
ました。
　今回避難所での活
動に入る前に球磨村
の被災状況を視察し
ました。球磨村では
まだ土砂が入ったま
まの家屋や分断され

た橋が目の前に広がっており被害の大きさに言
葉を失いました。避難が間に合わず入居者14名
がなくなるほどの多くの被害がでてしまった特
別養護老人ホーム「千寿園」を訪れたときは、胸
が締め付けられるよ
うな思いを感じなが
ら、一緒に訪れたス
タッフと黙とうを捧
げました。
　避難所では私は食
事係として、住民ボ
ランティアの皆さん

と一緒に食事の配膳や片付けを主に行っており
ました。期間中、Aコープさんや地元の高校OB
の方たちの炊き出しも行われ、その際は誘導や
配膳のお手伝いを行いました。
　私が活動に入った期間は、避難所開設から日
数がたっていたため避難所の環境は整えられて
いる状況でしたが、旧多良木高校避難所では、
球磨村役場、ピー
スボート災害支援
センター、賛育
会、YMCAと、
それぞれの得意
分野をもったス
タッフの体制が
整っており、また
住人の皆さんが率先して役割を担い（配膳、
掃除など）お互いに協力、助けあいながら生活
していました。１週間という短い時間のなかで
したが、住人の方との関わりを通して実際に自
分の目で見ること、経験することで今までどこ
か遠くにあったものが身近なものとして感じら
れるようになりました。
　YMCA東山荘は市の指定避難所となってお
り、いつ避難所としての役割を担うことになる
かわかりません。そのことを意識しておくこ
と、また市役所や地域の方々との繋がりを築い
ていくことが今からできる準備、備えであると
感じました。この活動を通して得た学びを共に
働く仲間と分かち合い、離れていても被災され
た方々に寄り添い続けていきたいです。

石川SAA年次総会の様子
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熊本避難所
支援活動に参加して

年次総会

遠 藤 　 舞 様
ＹＭＣＡ東山荘

12月３日の例会の前に「年次
総会」が行われ、次年度の役員
理事の選出が行われました。




